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「
広
報
紙
年
表
」

　
広
報
紙
が
創
刊
さ
れ
る
前
は
、
親

子
ラ
ジ
オ
や
文
書
等
で
の
広
報
活
動

が
不
定
期
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
充
実
し
た
定
期
刊
行
物
を
発

行
し
て
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を

お
伝
え
し
よ
う
と
「
広
報
と
み
ぐ
す

く
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
創
刊
号
は
Ｂ
４
判
モ
ノ
ク
ロ
４

ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
広
報

紙
発
行
を
祝
う
言
葉
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、「
職
員
の
名
札
着
用
開

始
」
や
「
全
琉
初
の
上
田
小
学
校
で

完
全
給
食
の
実
施
」
な
ど
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
土
復
帰
後
の
「
広
報
と
み
ぐ
す

く
」
第
１
０
０
号
で
は
、
上
田
と
平

良
の
両
保
育
所
開
所
の
お
知
ら
せ
が

掲
載
さ
れ
、
保
育
所
の
地
図
は
手
書

き
で
載
っ
て
い
て
味
わ
い
深
い
記
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
ま
だ
米
軍
用
地
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
瀬
長
島
へ
の
立
入
調

査
を
要
求
す
る
村
議
会
の
決
議
文
等

も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
の
様
子

が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
０
号
の
表
紙
は
、「
第
２
回

村
民
運
動
会
」
の
写
真
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。
内
容
は
10
月
10
日
の
体

育
の
日
、「
第
２
回
村
民
運
動
会
」

が
現
在
の
総
合
運
動
競
技
場
で
開
催

さ
れ
、
な
ん
と
競
技
参
加
者
総
数
は

５
，
０
０
０
名
余
り
。

　
ス
タ
ン
ド
は
、
約
１
３
，
０
０
０

名
の
応
援
団
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
当

時
の
人
口
は
３
５
，
０
０
０
名
余
な

の
で
、
村
民
の
約
50
％
が
競
技
場
に

訪
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
び
っ
く

り
で
す
ね
！

昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）に
第
１
号
を
発
行
し
て
54
年
。

「
広
報
と
み
ぐ
す
く
」
が

６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
！

　
昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
今
月
号
で

６
０
０
号
を
迎
え
た「
広
報
と
み
ぐ
す
く
」。第
１
号
発
行
当
時
の
沖
縄

は
日
本
復
帰
前
で
、当
時
の
広
報
紙
を
読
ん
で
み
る
と
紙
面
に
は
当
時

の
通
貨「
ド
ル
表
記
」や
米
軍
関
係
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、時
代
背
景
が

リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
月
号
で
は「
広
報
と
み
ぐ
す
く
」の
歩
み
を
百
号
ご
と
に
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

▶
創
刊
号
昭
和
37
年
８
月
１
日

◀
昭
和
47
年
9
月
15
日
第
100
号

▶
昭
和
57
年
11
月
1
日
第
200
号

昭
和
37
年
８
月

(

１
９
６
２
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第
１
号

発
行

昭
和
47
年
５
月

　
　
　
　

９
月

(

１
９
７
２
年)

沖
縄
の
日
本
復
帰

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

１
０
０
号
発
行

昭
和
51
年
12
月

(

１
９
７
６
年)

村
人
口
で
全
国
一
人
口
の
多
い

村
に（
２
８
，
１
７
０
人
）

昭
和
57
年
11
月

(

１
９
８
２
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

２
０
０
号
発
行

和
59
年
５
月

(

１
９
８
４
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

２
１
８
号
発
行（
Ｂ
４
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
か
ら
Ａ
４
判
白
黒
８

ペ
ー
ジ
へ
）

昭
和
60
年
１
月

(

１
９
８
５
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
初
の
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ（
３
ペ
ー
ジ
）登
場

昭
和
62
年
10
月

(

１
９
８
７
年)

海
邦
国
体
で
馬
術
競
技
大
会
開

催

昭
和
63
年
７
月

(

１
９
８
８
年)

宮
崎
県
北
郷
村（
現
美
郷
町
）と

姉
妹
村
提
携

平
成
３
年
３
月

(

１
９
９
１
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

３
０
０
号
発
行

平
成
５
年
２
月

(

１
９
９
３
年)

高
知
県
土
佐
清
水
市
と
姉
妹
都

市
提
携

平
成
７
年
８
月

(

１
９
９
５
年)

宮
崎
県
高
千
穂
町
と
姉
妹
都
市

盟
約

平
成
９
年
９
月

(

１
９
９
7
年)

村
地
先
開
発
事
業（
豊
崎
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）起
工
式
・
祝
賀
会

開
催
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３
０
０
号
発
行
に
な
る
と
ペ
ー
ジ

数
も
増
え
、
Ａ
４
判
16
ペ
ー
ジ
と
な

り
、
よ
り
多
く
の
お
知
ら
せ
や
市
内

の
出
来
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
広
報
紙
の
変
遷
と

主
な
出
来
事
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
創
立
十

周
年
記
念
式
典
や
発
表
会
が
見
開
き

で
紹
介
、
さ
ら
に
「
特
産
品
と
し
て

有
望
」
な
ウ
ー
ジ
染
め
実
習
会
の
様

子
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
０
０
号
は
カ
ラ
ー
の
表
紙
で
、

表
紙
に
は
そ
れ
ま
で
の
主
な
出
来
事

を
扱
っ
た
広
報
紙
の
表
紙
を
使
い
、

歩
み
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
に
は
広
報
紙
を
振
り
返
る
特

集
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
五
十
号
ご
と
に

以
前
の
広
報
紙
を
振
り
返
る
記
事
を

掲
載
。ま
た
、「
広
報
が
で
き
る
ま
で
」

と
題
し
、
取
材
か
ら
原
稿
作
成
、
印

刷
会
社
へ
の
入
稿
・
校
正
・
印
刷
を

経
て
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
ま
で
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
手
書
き
で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、

フ
ィ
ル
ム
写
真
を
使
用
し
て
の
広
報

紙
づ
く
り
だ
っ
た
の
が
わ
か
り
ま
す
。 　

５
０
０
号
で
は
「
歴
代
広
報
担
当

者
の
話
を
聞
く
」
特
集
ペ
ー
ジ
が
組

ま
れ
、「
現
像
し
て
初
め
て
写
真
の

良
し
悪
し
が
分
か
る
た
め
、
が
っ
か

り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
の
苦
労

話
や
「
天
皇
陛
下
の
写
真
を
間
近
で

撮
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
広
報

担
当
な
ら
で
は
の
思
い
出
、
平
成
14

年
の
市
制
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み

の
苦
労
話
な
ど
当
時
を
振
り
返
る
対

談
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
と
み
ぐ
す
く
」
は
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ま
と
共
に
歩

み
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▶
平
成
3
年
3
月
7
日
第
300
号

昭和37年  8月1日号～
昭和37年12月1日号

昭和38年1月  1日号～
昭和38年4月10日号

昭和38年  5月10日号～
昭和43年10月11日号

昭和43年11月11日号～
昭和46年  3月   5日号

昭和51年4月15日号～
昭和56年3月 15日号

昭和56年5月 1日号～
昭和57年4月 1日号

昭和60年１月 16日号に
初のカラータイトル

▲平成11年7月7日
第400号

▲平成19年11月5日
第500号

変わりゆくタイトル

昭和 46 年 7 月
31日号～
昭和 47 年 2 月　
1日号

昭和50年7月
15日号～
昭和51年3月
15日号

平
成
11
年
７
月

(

１
９
９
９
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

４
０
０
号
発
行

平
成
12
年
７
月

(

２
０
０
０
年)

村
人
口
が
５
万
人
に

平
成
14
年
３
月

(

２
０
０
２
年)

94
年
の
「
村
制
」
に
幕
、
閉
村

式
挙
行

平
成
14
年
４
月

(

２
０
０
２
年)

「
豊
見
城
市
」
誕
生（
開
市
式
を

開
催
）

平
成
18
年
５
月

(

２
０
０
６
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

４
８
２
号
発
行（
Ａ
４
判
基
本

16
ペ
ー
ジ
か
ら
20
ペ
ー
ジ
へ
）

平
成
19
年
11
月

(

２
０
０
7
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

５
０
０
号
発
行

平
成
24
年
12
月

(

２
０
１
２
年)

市
人
口
が
６
万
人
に

平
成
25
年
１
月

(

２
０
１
３
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

５
６
２
号
発
行（
Ａ
4
判
基
本

20
ペ
ー
ジ
か
ら
24
ペ
ー
ジ
へ
）

平
成
28
年
３
月

(

２
０
１
６
年)

『
広
報
と
み
ぐ
す
く
』
第

６
０
０
号
発
行
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第20回豊見城市生涯学習フェスティバル
～楽しく学んで心がはずむ生涯学習～

　〝楽しく学んで心がはずむ生涯学習″をテーマに2月13日・14日の両日、市立中央公民館・市総合公園陸上
競技場で『第20回市生涯学習フェスティバル（同実行委員会主催）』が開催され多くの来場者が訪れました。
　伊良波小学校吹奏楽部による演奏で開幕した後、永年にわたり社会教育活動に取り組んだとして個人の部4名、
団体の部2団体に照屋教育長から表彰状が贈られました。代表して奥

おく

平
ひら

五
ご

郎
ろう

さんは「このような素晴らしい表
彰をしていただき受賞者を代表して感謝します。引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします」と挨拶
しました。
　会場では、防災体験やろくろ体験、黒糖、豆腐作り体験など様々なブースが設けられ賑わいをみせたほか、
紙芝居や「第35回市子ども会発表会」なども同時開催され大盛況。展示作品の部では、絵画や川柳、紅型に盆
栽など多くの芸術作品が展示され来場者は癒しのある空間を堪能していました。陸上競技場では、キッズお仕
事体験コーナーが開催され、消防放水体験やドクターヘリ搭乗体験が行われるなど普段体験できないお仕事に
子どもたちは眼を輝かせて参加していました。
　2日目にはバイクスタントショーが行われ、チーム「ファストギア」によるスリル・迫力満点のショーが披
露されると、観客からは拍手や歓声が起こりました。また、交流広場で大道芸やマジック、大ホールでは公民
館サークルなどによる舞台発表や「幸せになるためのシンプルな方法」と題し金

きん

城
じょう

幸
ゆき

政
まさ

氏による講演会が行われ、
ユーモアあふれる講演に笑いに包まれ、来場者らは各々の生涯学習を見つけたフェスティバルとなりました。

▲スライムできるかなぁ～▲社会教育活動を取り組む方たち

▲ろくろ体験！上手く形を整えて・・・集中！

↑
美
味
し
い
豆
腐
を
作
る
ぞ
！

↓
紅
型
体
験
に
夢
中
！

▲オープニングに華を飾った 
伊良波小学校吹奏学部

▲昔懐かしの紙芝居も披露されました！ ▲初開催のバイクスタントショー ▲キレイな三線の音色を響かせた子どもたち♬
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月　　日 場　　所 受付時間
3月27日（日） 市役所1階 8時30分～10時30分

※乳がん検診は予約が必要です。ご希望の方は健康推進課予防班までご連絡ください。なお、予定人数に達し
次第受付を終了する場合がございます。
受診料　○特定健診、20代・30代健診（無料）　○がん検診（一部自己負担あり）
必要なもの　○国民健康保険加入者は国民健康保険被保険者証
　　　　　○国民健康保険以外の方は健康診査受診券、がん検診受診券
※生活保護受給者または、職場で健診を受ける機会のない20代・30代の方で受診を希望する方は受診券を交付
しますので、健康推進課窓口または電話でお申込みください。
※特定健診受診の際にオプション検査を受けることができます。
検査項目および受診料
○心電図 1,029円　○眼底検査 618円　○貧血検査 309円　○前立腺がん検査 1,944円
　オプション検査のみの受診はできません。ご希望の方は特定健診と合わせて受診してください。
※指定医療機関で個別に健診（要予約）を受けることも可能です。詳しくは、健康推進課または各医療機関へお問
い合わせください。
※ピロリ菌感染による胃炎での除菌に健康保険が適用されます。

お問い合わせ　健康推進課　予防班　☎850-0162　保健事業班　☎850-0215

特定健診、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳（マンモグラフィ検査・エコー検査））、20代・30代健診について

　20歳以上の方で平成27年4月1日以降に転入された方や、まだお手元に受診券が届いていないという方へ受
診券を発行していますので、健康推進課までご連絡ください。
がん検診受診券利用時の補助額

検診項目 市の補助額
胃がん検診（バリウム検査または胃カメラ検査）

年に1度

3,536円
大腸がん検診（便潜血検査） 1,236円
肺がん検診（レントゲン検査） 1,490円
肺がん検診（喀痰検査） 2,100円

乳がん検診（マンモグラフィ検査またはエコー検査） 2年に1度
（※昨年度補助を利用していない方）

2,968円
子宮頸がん検診（細胞診検査） 2,456円

がん検診受診方法　①集団検診（市役所、市立中央公民館で実施）　②個別検診（指定医療機関）
お問い合わせ　健康推進課　予防班　☎850-0162

がん検診についてのお知らせ

　平成27年度のMR（麻しん・風しん）2期・高齢者肺炎球菌定期（75歳以上を除く）予防接種対象者のうち、接
種がまだ済んでいない方へ予診票を再々送付しました。
　市では接種費用の一部または全額を助成していますが、対象期間内に接種ができなかった場合には公費助成対
象外となり、接種を受ける際に全額自己負担となってしまいますので、お早めの接種をお願いします。

お問い合わせ　健康推進課　予防班　☎850-0162

MR（麻しん・風しん）2期および高齢者肺炎球菌定期予防接種の最終通知について

【MR（麻しん・風しん）2期】　※接種費用無料
対象者　平成21年4月2日から平成22年4月1日生まれの者　対象期間　3月31日（木）まで

【高齢者肺炎球菌定期】　※接種費用3,000円（生活保護受給者は免除）
対象者　平成27年度に65歳・70歳となる方　対象期間　3月31日（木）まで
※75歳以上の定期予防接種対象者については、市独自の助成で次年度以降も接種機会が与えられているため、
今回通知はしません。

健康推進課からのお知らせ

※  定期接種とは、予防接種法で国が接種を勧奨している予防接種です。対象年齢のあいだなら接種にかかる
費用を市が助成します。任意接種とは接種義務について法律の規定がなく、接種するかどうかは接種者本
人または保護者に任されている予防接種です。
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高等職業訓練促進給付金事業について
　母子家庭の母または父子家庭の父が、就職に有利な国
家資格の取得を目指して養成機関に通う場合、就業期間
中の生活費の負担軽減を目的とした高等職業訓練促進給
付金を支給し、自立に向けた経済的支援を行います。
【対象となる方】
　市内に住所を有する母子家庭の母または父子家庭の父
で、次の要件を満たす方
①  児童扶養手当の支給を受けているかまたは、同様の所
得水準にあること
②  就業または育児と修業の両立が困難であると認められ
る者
③  過去に同事業の支給を受けたことが無い者であること
【対象資格】
○  看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法
士・その他国家資格であった上記資格に準じる資格

【支給期間と支給額】
　訓練促進給付金（支給対象期間:上限2年）
○月額100,000円（市民税非課税世帯の方）
○月額  70,500円（市民税課税世帯の方）

自立支援教育訓練給付金支給事業について
　母子家庭の母、または父子家庭の父の主体的な能力
開発の取り組みを支援するため、就業を目的とした教
育訓練に関する講座を受講する母または父に対し、ひ
とり親等自立支援教育訓練給付金を支給しています。
　随時受付していますので、受講を希望する際は事前
にご相談ください。
【対象となる方】
　母子家庭の母、または父子家庭の父で、児童扶養手
当の支給を受けているか、それと同等の所得水準の方
【対象講座】
　厚生労働大臣指定の教育訓練講座
※雇用保険の教育訓練給付を受けられる場合は、対象
外です。

【支給額】
　受講に要する費用（入学金および授業
料に限る）の20％（限度額100,000円）
※１人につき１講座に限ります。

　医療費の一部を助成することで、生活の安定と自立を支援し、母子家庭等の福祉の増進を図るための事業です。
●対 象 者　本市に住所があり、健康保険に加入している次の者が対象者です。
　　　　　　①母子家庭の母および児童　②父子家庭の父および児童　③養育者が養育する児童
※児童とは18歳に達した日の属する年度の末日までの子どもです。対象者にならない場合もあります。
●助成方法　  病院で支払った保険内の自己負担額から他法で負担される額を控除し、1人1ヵ月につき1診療機関(総

合病院の場合、平成25年12月診療分までは診療科)毎に1,000円を差し引いた額を助成します。
※入院分の場合は1,000円の一部負担金はありません。また、相談、申請の後、受給者証の交付を受ける必要が
あります。

　母子・父子家庭等の経済的・社会的自立を促進するとともに、児童の福祉向上を図るための制度として、修学
資金等の各種資金の貸付を随時行っています。
※ただし、就学支度資金の申請期限は3月31日（木）です。

　母子・父子家庭、寡婦の方を対象に、県母子寡婦福祉連合会が県からの委託を受けてヘルパー派遣を行っています。
　年間10日を限度としていて、世帯の状況によって自己負担額が決められています。
◆次の場合にご利用できます
①母子家庭の母、父子家庭の父や、児童の一時的なケガや病気
②一人暮らしの寡婦、または寡婦と同居している父母の一時的なケガや病気
③母子家庭の母、父子家庭の父の自立促進に必要な技能習得のための通学や就職活動（一時的なものに限る）など
④その他、一時的に援助を必要とする状況になったとき

児童家庭課からのお知らせ お問い合わせ
児童家庭課

☎850-0143

母子および父子家庭等医療費助成事業について

ひとり親家庭等日常生活支援事業について

母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業について
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～国 保 加 入 中 の み な さ ま へ お 願 い～
　平成28年度（平成27年分）市県民税および確定申告期間は、3月15日（火）までとなります。国民健康保険の加
入者全員とその世帯主の方は、所得がある・なしに関わらず所得申告が必要です。また、年金収入のみの方でも、
国保税納付済額について社会保険料控除を受けられる場合は申告が必要です。
　税務署で申告する方は、平成27年中「納付済額通知書」を発行しますので保険税班までお問い合わせください。
※平成28年1月2日以降に転入された方は、1月1日現在の住所地または各税務署で所得申告してください。郵
送による申告方法等については、各市町村・税務署でお問い合わせください。

～国保税の納め忘れはありませんか？～
　平成27年度の国保税第9期の納期限は、3月25日（金）です。未納のある方は、早めの納付をお願いします。また、
仕事で納めに行けなかったり、つい納め忘れてしまうことが心配な方へは、便利で確実な『口座振替』をおすす
めします。

～国 保 税 の 減 免 制 度 に つ い て～
　以下の条件に該当する場合は、審査で国民健康保険税の「所得割額」が一部もしくは全額免除される場合があります。
・  平成27年中の世帯の国保加入者および擬主（国保加入者ではない世帯主）の所得の合計額が、昨年と比較して3
割以上減少している
・失業等で納付困難の状態が続いている
・住んでいる家が、天災・災害等にあって納付困難になった
・債務返済のため住んでいる家を譲渡した際に、その譲渡所得に対し高額の保険税が課税された
【手続きに必要なもの】
①国民健康保険被保険者証または納税通知書（国保番号がわかるもの）　
②認め印
③平成27年中の世帯主（国保加入者ではない世帯主を含む）および世帯の国保加入者の所得額を証明する書類
　・平成28年度（平成27年分）確定申告書の写し
　・給与所得の源泉徴収票（平成27年分）　※勤務先で発行
　・公的年金の源泉徴収票（平成27年分）　※日本年金機構から1月に郵送で届きます
※世帯の状況で、その他の提出書類が必要になる場合がありますので保険税班までお問い合わせください。
【減免の相談および申請期間】　3月18日（金）まで

　平成28年度の国民健康保険証は『うぐいす色』に変わります。
３月中に簡易書留でご自宅へ郵送しますので（※）、平成28年4
月1日からは新しい保険証をご使用ください。

（※）７期（納期限平成28年１月25日）までの課税に未納がある
世帯は、市役所窓口での切り替えになりますので「国民健
康保険証切り替えのお知らせ」（はがき）を郵送します。

お問い合わせ　国保年金課（給付班） ☎850-0160

国保年金課からのお知らせ

３月は国民健康保険証の切り替え時期です

お問い合わせ
国保年金課（保険税班）

☎850-0142

ジェネリック医薬品希望シールを貼っておくと便利です！
　ジェネリック医薬品の使用を考えてみませんか？

　  シールは国保年金課の窓口（5-②）で配布しています。

お気軽にお声かけください。
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　市役所では市民の皆さまのために働く臨時職員を随
時募集しています。
１．一般事務
２．保育士 
３．保健師
４．社会福祉士
５．幼稚園教諭
　　（預かり保育教諭）
６．特別支援教育支援員
　　（幼稚園、小中学校）
※詳しくは、市ホームページを
ご覧になるか、QRコードを
読み込んでください。

お問い合わせ　人事課　☎850-1116

市ＨＰアドレス

http:// www.city.tomigusuku.okinawa.jp

ホーム ＞ 市政・まちづくり ＞ 人事・職員 ＞

 臨時・嘱託職員 ＞ 豊見城市臨時職員の募集について

＜業務内容＞　①包括的・継続的なケア体制の構築

　　　　　　　②  地域における介護支援専門員のネッ

トワークの構築、活用

　　　　　　　③日常的個別指導・相談

　　　　　　　④支援困難事例等への指導・助言

＜勤務時間＞　9時～16時

　　　　　　　（土日、祝祭日休み）

　　　　　　　（有給休暇、病気休暇あり）

＜月　　給＞　 210,000円

＜資格要件等＞　  主任介護支援専門員資格所持者および

普通運転免許所持者。また、ワード・

エクセルの基本操作ができる者

＜応募方法＞　  履歴書、主任介護支援専門員資格証明

書の写しを障がい・長寿課へ提出して

ください。

お問い合わせ　障がい・長寿課　☎856-7727

＜業務内容＞　①  介護予防・日常生活支援総合事業全般
　　　　　　　②  介護予防に関すること（認知症予防等）
＜勤務時間＞　8時30分～17時15分
　　　　　　　（土日、祝祭日休み）
　　　　　　　（有給休暇、病気休暇あり）
＜時　　給＞　1350円
＜資格要件等＞　  保健師資格所持者および普通運転免許

所持者。また、ワード・エクセルの基
本操作ができる者

＜応募方法＞　  履歴書、保健師資格証明書の写しを障
がい・長寿課へ提出してください

お問い合わせ　障がい・長寿課　☎856-7727

＜業務内容＞　○  在宅福祉サービスおよび介護保険窓

口等に関する業務

　　　　　　　○予防事業高齢者把握に関する業務

　　　　　　　○  避難行動要支援者避難支援プラン作

成事務補助業務

　　　　　　　○その他窓口、事務補助業務

＜募集人数＞　4名

＜雇用期間＞　4月～

　　　　　　　※6ヵ月ごとの更新

＜勤務時間＞　8時30分から17時15分

　　　　　　　（土日、祝祭日休み）

＜時　　給＞　800円

＜資格要件等＞　  普通乗用車運転免許保持者、パソコン

等の基本操作ができる方

＜応募方法＞　  履歴書を障がい・長寿課介護長寿班へ

提出してください

お問い合わせ　障がい・長寿課　☎856-4292

介護長寿班に従事する臨時職員を募集します

地域包括支援センターに従事する
主任介護支援専門員（主任ケアマネ）を募集しています

地域包括支援センターに従事する
保健師を募集しています

臨時職員募集!!

市役所で働いてみませんか！
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　豊見城市では、人事行政の公正かつ透明な運営を確保するため、豊見城市職員の任免、給与、処分の状況などを公表しております。
ここではその内容の一部をご紹介します。なお、詳しくは豊見城市ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

１　給与の状況 総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本 
台帳人口
(26年度末)

歳 出 額 
Ａ 実質収支 人件費 

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考)
25年度の
人件費率

26年度
人 千円 千円 千円 % %

61,609 24,767,725 447,918 3,004,303 12.1 12.1

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費
１人当たり
給与費 B/A

(参考)平成25
年度一人当たり
給与費給　料 職員手当 期末・

勤勉手当 計 Ｂ

26年度
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

348 1,165,704 199,728 426,776 1,792,208 5,150 5,089

（注）　1　職員手当には退職手当を含まない。
　　　2　職員数は平成26年4月1日現在の人数である。
　　　3　  給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の

給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成27年4月1日現在）
　　一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
豊見城市 38.9歳 288,500円 331,900円
沖縄県 40.9歳 311,500円 365,367円
国 43.5歳 334,283円 408,996円

（注）1　  「平均給料月額」とは、平成27年４月１日現在における職員の基本給の平
均である。

　　2　  「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時
間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務
員給与実態調査において明らかにされているものである。

（２）職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）

区　　分 豊見城市 沖縄県 国

一般行政職
大 学 卒 174,200 円 174,200 円 174,200 円
高 校 卒 142,100 円 142,100 円 142,100 円

技能労務職
高 校 卒 139,500 円 139,500 円 －
中 学 卒 131,500 円 131,500 円 －

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 273,700円 365,100円 397,200円 423,600円
高校卒 227,800円 310,200円 360,800円 396,800円

技能労務職 高校卒 － － － －

３　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

豊見城市 沖縄県 国
１人当たり平均支給額（26年度）

1,222千円
1人当たり平均支給額（26年度）

1,482千円
１人当たり平均支給額（26年度）

－　千円
（26年度支給割合）

   期末手当   勤勉手当
  2.60月分  1.50月分
  （－）月分  （－）月分

（26年度支給割合）
  期末手当    勤勉手当
  2.60月分  1.50月分
 （1.45）月分 （0.70）月分

（26年度支給割合）
  期末手当  勤勉手当
  2.60月分  1.50月分
 （1.45）月分 （0.70）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
有（職務の級により5～
15%の加算）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
役職加算5～20%まで
管理職加算10%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
役職加算5～20%まで
管理職加算10～25％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。
【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）
 人事評価未導入のため、成績率への勤務実績の反映は行なっていない。

（２）退職手当（平成27年4月1日現在）
豊見城市 国

（支給率）  自己都合  勧奨・定年
勤続20年  20.445月分  25.55625月分
勤続25年  29.145月分  34.5825月分
勤続35年  41.325月分  49.59月分
最高限度額  49.59月分  49.59月分
その他の加算措置
定年前早期退職特別措置(2%～20%加算)
1人当たり平均支給額 18,392 千円

（支給率）  自己都合  勧奨・定年
勤続20年  20.445月分  25.55625月分
勤続25年  29.145月分  34.5825月分
勤続35年  41.325月分  49.59月分
最高限度額  49.59月分  49.59月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置(3%～45%加算)

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成26年度に退職した職員に支給された平均額である。

（3）時間外勤務手当
支給実績（平成26年度決算） 47,761 千円

職員１人当たり平均支給年額（26年度決算） 159 千円

支給実績（平成25年度決算） 40,745 千円

職員１人当たり平均支給年額（25年度決算） 119 千円

（4）その他の手当（平成27年4月1日現在）

手 当 名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度
と異なる
内容

支給実績
(平成26年度
決算)

支給職員1人当たり
平均支給年額
(平成26年度決算)

扶養手当

配偶者  13,000円
配偶者以外 6,500円
配偶者がいない場合の
扶養者のうちの１人 
11,000円
特定期間の加算        
5,000円

同じ － 47,512 千円 254,075 円

住居手当 借家（限度額）       
27,000円 同じ － 47,924 千円 323,811 円

通勤手当 通勤距離が２㎞以上 同じ － 9,806 千円 38,455 円

管理職手
当

部長・参事監　
53,112円
課長・参事　
40,790円

－ － 26,353 千円 549,021 円

休日勤務
手当 同じ － 12,099 千円 345,686 円

４　特別職の報酬等の状況（平成27年4月1日現在）
区　　分 給料月額等

給
料

市　長
副市長

789,000円（830,000円）
650,000円（684,000円）

報
酬

議　長
副議長
議　員

374,000円（　－　）円
334,000円（　－　）円
305,000円（　－　）円

期
末
手
当

市　長
副市長 （平成26年度支給割合）3.10月分

議　長
副議長
議　員

（平成26年度支給割合）3.35月分

退
職
手
当

市　長
副市長

　　　　　 （算定方式） 　　　　　　 （1期の手当額） （支給時期）
830,000円×在職年数×500／100     16,600,000円　任期毎
684,000円×在職年数×300／100       8,208,000円　任期毎

（注）1　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　2　  退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づ

き、１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。
５　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成27年4月1日現在）

 　　       区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成26年度 平成27年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会
総務企画
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

5
68
24
67
19
0
10
6
37

5
73
24
67
19
0
10
6
40

0
＋5
0
0
0
0
0
0

＋3

自治会支援体制、防犯体制の
強化

用地担当部署の新設
小計 236 244 ＋8

教育部門 58 60 ＋2 幼稚園新設による教諭の増
消防部門 55 58 ＋3 消防隊員の増
 小　　計 349 362 ＋13

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道
下水道
その他

14
9
17

14
9
16

 0
 0
▲1 事務の整理縮小による減

 小　　計 40 39  ▲1

　　合　　計 389 401 ＋12

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。

豊 見 城 市 の 人 事 行 政 の 運 営 お問い合わせ
人事課

☎850-1116
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おじぃ・おばぁに学ぶ長寿の秘訣！
～介護予防事業100歳以上参加者への表彰式～
　地域の介護予防事業に積極的に参加し、高齢者の介護
予防意識向上に貢献している100歳以上の参加者に対す
る『平成27年度介護予防事業100歳以上参加者表彰』が2
月3日、真玉橋公民館で行われました。
　今回の表彰受賞者は字真玉橋在住の金

きん

城
じょう

千
ち

代
よ

さん（101
歳）と金

きん

城
じょう

靜
しず

子
こ

さん（100歳）のお2人。　
　代表して靜子さんは「こんな立派な賞をもらえて本当に
うれしい。皆さんと一緒だから楽しく続けられている」と
笑顔で話しました。
　元気で長生きするために、今一度生活習慣を見直し介
護予防に取り組み、長寿県沖縄を取り戻しましょう。

あなたの1票が未来を変えます!
　２月２日、「選挙への関心」や「明るい選挙」をテーマに
『平成27年度豊見城市明るい選挙啓発ポスターコンクール』
の表彰式が市役所で行われました。
　市内の小学校児童、中学校・高等学校の生徒から合計
25点の応募作品がありました。受賞者には主催である市
選挙管理委員会および市明るい選挙推進協議会から賞状
と記念品の贈呈が行われ、市明るい選挙推進協議会久

く

手
で

堅
けん

永
えい

昇
しょう

会長は「大切な選挙と明るい選挙を皆様と共に推進
します。また、今年の参議院議員選挙から18歳以上が有
権者となります。さらなる投票率向上のためにご協力お
願いします」と挨拶しました。

災害から身を守ろう!!
～ぼうさい探検隊マップコンクール～

　『第12回ぼうさい探検隊マップコンクール（主催・日本
損害保険協会）』の全国588校・団体、2506応募作品の
中から入選17作品中、見事本市から座安小「座安っこ見
回り探検隊」と役所前児童クラブ「琉球Boys」が審査員特
別賞を受賞し、2月18日、市役所を訪れ宜保市長に喜び
の報告を行いました。
　「座安っこ見回り探検隊」は校区を自分たちの目線で歩
いて見回るというテーマを設定し、危険な場所と安全な
場所の色分けなどの工夫が評価されました。「琉球Boys」
は、災害が発生した場合の避難ルートを歩き危険箇所な
ど確認しつつ子どもならではの視点で作り、写真には吹
き出しをつけるなど伝わりやすい作品となっています。

広げよう　地域安全まちづくり
～チョコっと作戦（BKSS犯罪抑止対策）広報啓発活動式～
　2月15日、豊崎のTOMITONで日頃から盗難被害に遭
わない為の防犯意識の高揚を図ることを目的に、「チョコっ
と作戦（BKSS犯罪抑止対策）広報啓発活動式」が行われ
ました。また、豊見城警察署から本市在住のプロゴルファー
川
かわ

満
みつ

陽
ひ

香
か

理
り

さんが一日警察署長に任命され、川満さんは
「豊見城警察署と連携しながら、事件事故を1件でも減少
させられるようご協力お願いします」と挨拶しました。
　式終了後には、運動啓発のため豊見城中学校野球部の
生徒らによって、TOMITON内でティッシュやチラシの
配布が行われるなど、安全で安心なまちづくり実現に向
けた広報啓発活動となりました。

▲座安っこ見回り
探検隊

▲琉球Boys

▲川満陽香理一日警察署長

優　秀　賞

とよみ小学校 6年 外
ほか

間
ま

　碧
あお

海
い

伊良波中学校 1年 屋
や

比
び

久
く

　穂
ほの

果
か

伊良波中学校 3年 知
ち

花
はな

　龍
りゅう

豊見城南高等学校 3年 安
あ

里
さと

　祥
しょう

豊見城南高等学校 3年 中
なか

倉
くら

　幸
ゆき

仁
まさ

佳　　作

長嶺小学校 6年 長
なが

嶺
みね

　孝
たか

哉
や

豊見城中学校 1年 伊
い

野
の

波
は

　綾
あや

豊見城中学校 3年 當
とう

間
ま

　奈
な

津
づ

菜
な

南部農林高等学校 1年 伊
い

集
じゅう

　千
ち

博
ひろ

南部農林高等学校 3年 諸
もろ

見
み

里
ざと

　真
ま

美
み

▲広報啓発活動を行う豊見城中野球部員
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地域の輪を大切に
～住民が主役のまちづくり～

　介護保険制度改正に伴う、新しい
地域支援事業を活用した地域づくり
の理解を深めてもらうことを目的に
1月17日、市立中央公民館で『みんな
で創ろう笑顔と絆のあるまち～住民
が主役のまちづくり～』が開催されま
した。
　厚生労働省職員の服

はっ

部
とり

真
しん

治
じ

さんや、
さわやか福祉財団の堀

ほっ

田
た

力
つとむ

会長の講
演などが行れました。
　後半では、「助け助けられ上手ゲー
ム」を行い、支える側と支えられる側
の気持ちを体感できる機会になりま
した。

農業の持続的発展に向けて
～市青年就農給付金事業承認通知交付式～
　1月29日、市役所で『平成27年度
市青年就農給付金事業承認通知交付式』
が行われ、市内に農地を所有する宮

みや

里
ざと

久
く

美
み

子
こ

さん、比
ひ

嘉
が

竜
りゅう

二
じ

さん、上
うえ

原
はら

翔
しょう

稀
き

・杏
きょう

佳
か

さん3組に承認通知書が
交付されました。
　宜保市長は、「農業の担い手となり
一日も早く自立できるよう頑張って
ください」と激励の挨拶。本事業で
は、新規就農される方に農業を始め
てから経営が安定するまで最長5年間、
年間最大150万円が給付されます。

市民の命を守るために
～市消防本部訓練～

　2月2日、市消防本部隣の丸安アパー
ト（座

ざ

安
やす

勇
ゆう

市
いち

さん所有）で『市消防本部
訓練』が行われました。
　実際の建造物を使った初めての訓
練には、29名の消防士が参加。1回
目は２階室内で火事が発生したと想
定し、はしごを使って2階ベランダ
にいる避難者を救助。2回目は、２階
室内に居た要救助者を発見後、救助
用の器具でドアを切断し、救助しま
した。　
　若手の消防士が中心となった訓練
は、先輩から指示が飛ぶなど、スキ
ルアップに繋がった訓練となりました。

海外のトミグスクンチュとの絆を深め繋げていく
～市海外移住者子弟研修生バネッサさん～

　ブラジルから昨年12月に豊見城市海外移住者子弟研修生として来沖している
大城 ブエノ まさみ バネッサ さんは曽祖父が本市字平良出身であり、研修期間
の約３ヵ月は字平良の親戚宅に滞在しています。
　研修期間中はブラジルの大学で栄養学を学んでいることもあり、琉球料理を体験。
文化研修の一環として空手や琉球舞踊を体験したほか、豊見城中学校での一日中
学校体験では授業に参加したり給食を共にしたり親睦を深めました。また、今年
度成人を迎えたこともあり1月に行われた豊見城中学校区成人式では振袖を着て
参加しました。
　研修期間中に「日本語や琉舞、空手またウチナーグチ講座などをたくさん学ん
で多くの文化を継承し、帰国後は豊見城市とブラジルの懸け橋となれるように頑
張っていきたい！」と意気込みを話したバネッサさんの今後の活躍に期待します。

▲成人式に参加したバネッサさん

▲琉球古武道を体験！

▲他市町との研修生と“美ら海水族館”を訪れ交
流を深めました！

▲ホームステイ先の家族との初対面！
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マスコットキャラ
トムくん

開館時間
火曜日〜日曜日
10時〜19時

※月曜日は定休日です。
■は休館日
お問い合わせ
市立中央図書館
☎856-6006

開館20周年記念式典のお知らせ
日　　時　3月13日（日）9時～

その他、イベントが盛り沢山！

●オープニングセレモニー
　＜伊良波小学校吹奏楽部の皆さんによる演奏＞
●市長祝辞・教育長の挨拶
●図書館業績功労者（個人・団体）表彰
●地域の園児たちによる“くす玉”割り
●清水良氏によるバイオリン演奏

●「開館20年の歩み」を中央ロビーで展示
　＜当館所蔵資料の儀間比呂志氏原画・著名人色紙等も展示＞
●ブラックパネルシアター・公民館サークル演奏会
　＜オカリナ・童謡など　大集会室で行います＞
●司書手作りのしおり配布＜100枚＞
●図書館ロゴ入り布バックプレゼント
　＜式典当日、本・視聴覚を借りられた方先着200名＞

●FEC 所属ラジオパーソナリティ＆琉球沖縄民族歴史マニア
　賀

か

数
かず

　仁
ひと

然
さ

さんによる講演会（15時～16時30分）
　「豊見城に何があった？　～王国時代のナゾ～」
※先着50名様まで。整理券配布は３月５日(土)から当館中央カウンターで配布
します。電話受付可【10時〜19時】（月曜休館）

お問い合わせ
市立中央図書館
☎856－6006

市立中央図書館からのお知らせ
大人映画会「えんどうの花」

日　　時：3月6日（日）14時～
場　　所：市立中央図書館1階大集会室

子ども映画会「～ムーミン谷の冬～」

日　　時：3月26日（土）10時30分～
場　　所：市立中央図書館1階大集会室

釘
くぎ

本
もと

　新
にい

夏
か

さん
（長嶺小 6年）

●この本を選んだ理由を教えてください。
　表紙のイラストに興味を持ち読んでみると、楽しくすら
すら読める物語だったからです。
●どんな内容の本ですか？
　主人公の兄妹がある小屋に行くと、突然本の中に入り込
んでしまいます。元の世界に戻るために兄妹で協力して問
題を解決していくお話です。
●好きな場面は？
　兄妹が仲良くがんばっているところや、兄が妹を命がけ
で助けようとするシーンが心に残ります。
●この本をどんな人に読んでほしいですか？　
　ちょっとした動物の知識ものっているので、動物好きな
人には特におすすめです。他にも大人も子供も楽しめるよ
うな内容なので、親子で読んでほしいです。

～取材後の一言コメント～
　音楽が好きで合唱クラブに所属している新夏さん。中学
生になったら吹奏楽部に入部したいそうです。また、勉強
でも特に英語をがんばりたいと教えてくれました。
　残り少ない小学校での生活。たくさん思い出つくって、
中学生へステップアップしてくださいね！

「僕・わたしのこの一冊！」

　紹介する本
サバンナ決死の横断

作：メアリー・ポープ・オズボーン
訳；食野　雅子

	3	月（弥やよい生）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
17日：館内整理日　20日：春分の日
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎月第4土曜日10時半から

	4	月（卯うづき月）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
21日：館内整理日　29日：昭和の日
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎月第4土曜日10時半から

雑誌スポンサーの募集について
　図書館で利用される雑誌のカバーへの
広告掲載を条件にスポンサー事業者様か
ら雑誌の提供を受けることにより、その
雑誌の最新号カバーにスポンサー名称と
広告を掲載させていただく制度です。詳
しくは、図書館ホームページをご覧くだ
さい。
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　2月13日・14日の両日、市民体育館で『第14回市市
長杯小学生バレーボール大会（市教育委員会主催）』が開
催されました。Aブロック9チーム、Bブロック6チーム、
Cブロック6チームの計21チームが出場し、熱戦を繰
り広げました。
　結果は以下の通りです。

　2月7日、市民体育館で『第7回　市空手道大会』が開催され、参加した選手達は日頃の練習の成果を競い合いました。
なお、結果は以下のとおりです。

　2月6日・14日の日程で『第122回　市学童軟式野
球大会（第9回　JAおきなわ豊見城支店杯争奪学童軟式
野球大会）（市スポーツ少年団主催）』が瀬長島野球場で
開催されました。　
　計16チームが参加し、日頃の練習の成果を存分に発
揮。決勝戦では接戦の末、根差部ベースナインが豊崎ベー
スボールクラブを10対5で下し、見事優勝に輝きました。

第122回　市学童軟式野球大会結果
（第9回	JAおきなわ豊見城支店杯争奪学童軟式野球大会） 第14回豊見城市市長杯小学生バレーボール大会結果

第７回市空手道大会が開催されました！

▲優勝　根差部ベースナイン

▲3位　伊良波オールマリーンズ

▲準優勝　豊崎ベースボールクラブ

▲3位　与根GMC

Aブロック
優　勝　長嶺クラブA
準優勝　とよみクラブA
３　位　豊見城団地クラブA
３　位　豊崎クラブA

Bブロック
優　勝　長嶺クラブB
準優勝　豊見城団地クラブB
３　位　上田山川クラブB
３　位　伊良波クラブB

Cブロック
優　勝　長嶺クラブD
準優勝　豊見城団地クラブC
３　位　とよみクラブC
３　位　上田山川クラブC

▼
幼
年
Ａ
型
の
部

優　

勝　

金
城
匠
海

準
優
勝　

大
浜
光
琉

３　

位　

糸
数
虎
志

３　

位　

伊
佐
李
地

▼
幼
年
Ｂ
型
の
部

優　

勝　

前
川
賢
心

準
優
勝　

金
城
吏
恩

３　

位　

上
原
大
和

３　

位　

上
原
杏
梨

▼
１
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

大
城
章
生

準
優
勝　

金
城
宇
月

３　

位　

比
嘉
蒼
八

３　

位　

金
城
匠
耶

▼
２
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

山
城
馨
心

準
優
勝　

仲
本
海
希

３　

位　

田
仲
康
太
郎

３　

位　

竹
澤
琉
雅

▼
３
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

川
村
龍
輝

準
優
勝　

仲
宗
根
与
力

３　

位　

當
山
泰
生

３　

位　

池
原
剛
克

▼
４
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

川
島
十
輪

準
優
勝　

高
良
宙

３　

位　

金
城
ル
ー
カ
ス

３　

位　

金
城
匠
杜

▼
５
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

山
城
澄
心

準
優
勝　

金
城
亨
鷹

３　

位　

金
城
幸

３　

位　

仲
村
渠
海
陸

▼
６
年
生
男
女
型
の
部

優　

勝　

仲
本
青
空

準
優
勝　

喜
久
川
観
沙
斗

３　

位　

川
村
桃
子

３　

位　

新
垣
胤

▼
中
学
生
女
子
型
の
部

優　

勝　

赤
嶺
柚
希

準
優
勝　

栗
田
涼
生

３　

位　

瀬
長
乃
和
佳

３　

位　

沖
田
凜

▼
中
学
生
男
子
型
の
部

優　

勝　

眞
喜
志
勇
哉

準
優
勝　

川
村
真
太
郎

３　

位　

當
山
竜
生

３　

位　

安
次
富
健
斗

▼
高
校
・
一
般
女
子
型
の
部

優　

勝　

赤
嶺
聖
子

準
優
勝　

西
改
梢

３　

位　

金
城
由
衣

３　

位　

豊
満
テ
レ
サ

▼
高
校
・
一
般
男
子
型
の
部

優　

勝　

河
野
仁
志

準
優
勝　

久
保
田
龍

３　

位　

當
銘
寿
都

３　

位　

瀬
名
波
宏
和
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自主防災組織とは！
　自主防災組織とは、地域住民が「自分たちの地域は自分たちで守る」という自衛意識と連帯感に
基づき、自主的に結成する組織のことです。
　自主防災組織は、日頃から災害に備えた様々な取組みを実施するとともに、災害時には、災害による被害を最小
限にくい止めるための活動を行います。

自主防災組織について詳しく知りたい！
　総務課防災班では、自主防災組織の結成を支援するため、自治会を対象とした公民館等へ
の出前講座を行っています。実際の自主防災組織の活動や設立の仕方が詳しく知りたい方は、
総務課防災班までご連絡ください。

お問い合わせ　総務課 防災班　☎850-0024

　防災情報メールシステムへ登録された方は、以下の情報が送信されます。

○登録は、下記アドレスへメールを送ってください。
　　URL：tomigusuku-regist@jam2.oshirase-plus.jp
　※QRコード対応の携帯電話をご利用の場合は、右図からアドレスを読み取ることが

できます。
○  市から放送した防災無線が聞こえない、聞こえにくい場合は、フリーダイヤルで放送

内容を確認することができます。 フリーダイヤル　0120-456-322

入部条件　  市内外問わず「かけっこが大好き」な小学生から中学生
までの元気な子

日　　時　毎週月曜日～金曜日18時～19時30分
場　　所　市総合運動公園陸上競技場
※体験者大歓迎です！
　いつかは日本一の部員を誕生させたい！それが、君かもしれない！！

連 絡 先　080-2695-7473　宜保

市民の皆さまも万が一の場合に備え、メールシステムに登録しましょう !

豊見城ジュニア陸上クラブ　部員募集中！
全国小学生陸上大会・児童オリンピックなど一緒に大会にチャレンジしよう！

①国民保護（大規模テロ、航空攻撃、弾道ミサイル、ゲリラ）　②緊急地震速報（推定震度4〜7）
③地震情報（震度速報4〜7、震源震度に関する情報）　④津波情報（大津波警報、津波警報、津波注意報）
⑤気象情報（特別警報、警報）　⑥気象情報（土砂災害警戒情報）　⑦気象情報（記録的短時間大雨情報）
⑧防災無線放送

登
録
お
願
い
し
ま
す
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

いつ襲ってくるかわからない災害から地域を守りたい!
防災への備えや関心を深めたい!
あなたの地域にも自主防災組織を!!
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　平成28年6月1日を基準とした「経済センサス-活

動調査」が実施されます。

　経済センサスは総務省および経済産業省が実施する

調査で、日本国内の全事業所・企業が対象となります。

　事業所および企業の皆さま、調査へのご協力お願い

します。

　また、次のとおり調査員の募集もしています。興味

のある方は企画調整課までご連絡ください。

期　　間　5月9日～7月8日の2ヵ月間

報　　酬　平均55,000円程度

　　　　　（約70事業所への調査票配布・回収の場合）

主な仕事　○説明会への出席

　　　　　○調査の事前依頼

　　　　　○調査票の配布

　　　　　○調査票の回収

　　　　　○調査票の提出

お問い合わせ　企画調整課　☎850-0246

資　　格　  市内に居住または勤務する20歳以上（大学
生・専門学校生可）

※「若い力」を必要としています。ぜひ、消防団員に
興味のある方やサークル団体のメンバーは、消防団
担当の警防課までご連絡ください。（サークル団体等
の入団お待ちしています）

普通救命講習会（毎月2回）
○第1木曜日  9時30分～12時30分
○第3木曜日18時30分～21時30分
上級救命講習会（毎年2回11月と2月）
○第3日曜日　9時～18時
　8時間講習（効果試験有り）
場　　所　市消防本部　2階講堂
申込条件　市内（管轄内）に住所または職場がある方。
申込人数　  各20名まで、ただし3名に満たない場合は

中止とします。
申込期限　講習会日の10日前までに受付お願いします。

お問い合わせ　市消防本部　☎850-3105

　平成28年2月現在、※1マイナンバー（※2通知カー
ド）を受け取っていない方が2,141世帯います。
　まだ受け取っていない方のマイナンバーは、市役所
で保管しています。お電話でお問い合わせの上、市役
所市民課まで受け取りをお願いします。
　なお、最近住所異動した方は、お届けがまだの可能
性がありますので、しばらくお待ちください。
　また、通知カードと一緒に、※3マイナンバーカー
ド交付申請書が同封されます。マイナンバーカードは、
初回発行は無料で取得でき、身分証として利用できる上、
コンビニで住民票の写し、印鑑登録証明書、課税証明
書などの発行ができます。詳しい申請方法は、同封さ
れている案内パンフレットをご覧ください。
※1マイナンバーとは、個人番号（法律によって国民一
人ひとりに付与された12桁の番号）のこと。

※2通知カードとは、個人番号が記載されたカードの
こと。

※3マイナンバーカードとは、個人番号カードのこと。

お問い合わせ　市民課　☎850-0103　

　子育てにかかる「お金」を把握し、現状を再確認し

た上で、計画的な子育てプラン作りをしてみませんか？

参加お待ちしています！　

日　　時　3月19日（土）　10時～12時

場　　所　市役所6階多目的ホール

定　　員　30名　※先着順

参加料　無料

一時保育　あり

　　　　　※ただし、保護者が市内在住であること

申込方法　  3月7日（月）8時30分から受付開始。

　　　　　  電話・ＦＡＸ・Ｅメールでお申込みくださ

い。また、一時保育受付は3月14日（月）

　　　　　17時までに締め切ります。

経済センサス活動調査の 
実施および調査員募集について

女性消防団員 随時募集（消防団員募集） 『楽しくやりくり！子育て家庭のライフプラン講座！』

マイナンバー（通知カード）は 
受け取りましたか？

応急手当講習会について

お問い合わせ・申込先
協働のまち推進課

☎850-0159
FAX 850-6323

Eメール　kyodo@city.tomigusuku.okinawa.jp
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募集定員　12名以内
資　　格　
①  南部振興会構成市町村内に引き続き1年以上本籍と住
所を有する者
②大学（短期大学を除く）に在学している者
③  学業、人物ともに優秀であり、かつ健康であって経済
上の支障で学業を続けることが困難と認められる者
④他の奨学金の貸与を受けていない者
貸与額　県外大学生　5万円（月額）
　　　　　県内大学生　3万円（月額）
貸与期間　  奨学生に採用したときから、大学の最短修業

年限の終期まで
　　　　　※貸与額に利息は付きません。
提出期限　4月22日（金）
申込方法　  住所を有する市町村を経由して所定の手続き

を行ってください。
　　　　　※募集要項は学校教育課で配布しています。

新規募集人数　若干名
資　　格　
①  本市に住所を有する者の子弟で県内・県外大学生（短
期大学生・専門学校生を含む）
②所得制限等の審査基準を満たした者
③  貸与後、市育英会規則を遵守し、奨学金の返還が可能
な者
貸与額　県外大学生　5万円（月額）
　　　　　県内大学生　3万円（月額）
貸与期間　いずれも正規の修学期間
添付書類　①育英会奨学金貸与申請書　②住民票謄本
　　　　　③在学証明書　④学校長の人物考定書
　　　　　⑤医師の健康診断書　⑥同意書
受付期間　4月1日（金）～4月15日（金）まで
　　　　　※学校教育課で申請書類の配布を行っていま

す。

お問い合わせ　学校教育課　☎850-0961

　自治会活動の新たな取り組みや提案等に対して支援を行う「自治会活動活性化推進補助金」
を活用して、平成27年度は６自治会が地域を巻き込んだ活動を行いました！

お問い合わせ　協働のまち推進課　☎850-0159

魅力ある自治会を目指して!

平成28年度南部振興会奨学生（貸与）募集 平成28年度市育英会奨学生（貸与）募集

● 根差部希望ヶ丘自治会は、今後の自治会としての取り組みを考える機会作り 
　のため、老若男女・三世代が参加するバスツアーを実施。若い世代の自治会活動への参加 
　等を促すきっかけ作りや情報交換を行いました！
● 渡橋名自治会は、地域の婦人会・老人会・ＰＴＡ会員と子
ども達と一緒に沖縄料理を作り教えることで世代間の交流
を図りました。
● 長堂自治会は、地域の子ども達を公民館に集め宿泊体験学
習を通して親睦を深めると同時に、保護者と子ども会結成に向けた意見交換等を行いました。
● 上田山川自治会は、地域住民の安心安全で住みよい地域づくりと地域活性化などを目的に

ラジオ体操を実施しました。
　また、平和台自治会、高嶺自治会も「自治会活動活性化推進
補助金」を活用した新たな取り組みを行い、地域間・世代間の
交流や今後の自治会について考える活動を行いました。

活動紹介!

お問い合わせ
　　　  （財）南部振興会　☎098-963-8213
　　　  　　学校教育課　☎850-0961
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健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課 

予
防
班 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

大
腸
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
対
象
者
の
自
己
負
担
金
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
各
種
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
方

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

届
く
前
に
次
の
検
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
自
己
負
担

金
の
払
戻
申
請
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課 

予
防
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象 

者

　

受
診
日
当
日
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
27
年
4
月
1
日
時
点
で
次
の
年
齢
の
方

大
腸
が
ん
検
診　

○
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

子
宮
頸
が
ん
検
診

○

 
 

20
歳
・
22
歳
・
25
歳
・
27
歳
・
30
歳
・
32
歳
・
35

歳
・
37
歳
・
40
歳

乳
が
ん
検
診

○

 
 

40
歳
・
42
歳
・
45
歳
・
47
歳
・
50
歳
・
52
歳
・
55

歳
・
57
歳
・
60
歳

　

右
記
の
年
齢
該
当
者
の
う
ち
、
過
去
５
年
間
に
お
い

て
一
度
も
市
町
村
の
実
施
す
る
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

【
払
い
戻
し
の
対
象
と
な
る
検
診
内
容
】

○
大
腸
が
ん
・
・
・（
便
潜
血
検
査
）

○
子
宮
頸
が
ん
・
・
・（
細
胞
診
検
査
）

○
乳
が
ん
・
・
・（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

期　
　

限　

平
成
28
年
4
月
15
日

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
診
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　

　

大
切
な
肝
臓
を
守
る
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対 

象 

者

　

昭
和
51
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
（
今
年
度
40
歳

以
上
に
な
ら
れ
る
方
を
含
む
）

内　
　

容　

問
診
、
血
液
検
査
（
無
料
）

受
診
方
法　

　

個
別
検
診
（
指
定
病
院
）
ま
た
は
集
団
健
診
（
市
役

所
・
市
立
中
央
公
民
館
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
診
に
必
要
な
も
の

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券

※  

希
望
者
の
方
に
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

特
定
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
給
付
金
制
度
に
つ

い
て

　

昭
和
23
年
か
ら
63
年
ま
で
の
間
で
、
満
7
歳
に
な
る

ま
で
に
集
団
予
防
接
種
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

受
け
た
方
は
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
団
予
防
接
種
等
で
、
B
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
（
こ
れ
ら
の
方
々
の
相

続
人
を
含
み
ま
す
）
に
、
病
態
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら

３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
を
支
給
す
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
救
済
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
と
、
病
態
を
証
明
す
る
た
め
、
医
療
機

関
な
ど
か
ら
必
要
な
証
拠
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
、
国

を
相
手
と
し
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
上
の
和
解
手
続
き
で
、
救
済
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
証
拠
か
ら
確
認
で
き
た
方
に
は
、
給
付
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※  

こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
弁
護

士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弁
護
士
に
つ
い

て
は
、「
B
型
肝
炎　

弁
護
士
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
地
の
弁
護

団
の
連
絡
先
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
血
液
検
査
）
で
簡
単
に
わ
か
り

ま
す
。
職
場
な
ど
の
健
康
診
断
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
る
機
会
が
な
い
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

の
地
域
検
診
や
都
道
府
県
等
の
保
健
所
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
B
型

肝
炎
訴
訟
」
と
検
索
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

厚
生
労
働
省　

電
話
相
談
窓
口

 

☎
０
３
・
３
５
９
５
・
２
２
５
２

※
年
末
年
始
を
除
く
平
日
9
時
～
17
時

妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

・  

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

・
妊
娠
や
出
産
に
か
か
る
お
金
の
こ
と
が
心
配

・
出
産
後
に
育
て
ら
れ
る
か
心
配

　
 

妊
娠
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

○
県
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
助
産
師
会
）

 

☎
０
９
８
・
９
８
９
・
１
１
８
１

○
健
康
推
進
課 

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

市
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
体
調
の
変

化
に
関
す
る
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
お
礼

　

平
成
27
年
11
月
13
日
か
ら
11
月
30
日
に
か
け
て
実
施
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と
み
ぐ
す
く	

コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



し
ま
し
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
実
態

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
同
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
旨
ご
報
告
し

ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
ご
不
明
な
点
や
気
に

な
る
箇
所
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

☎
８
５
０
・
０
２
４
５

軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
（
賦
課
期
日
）
現

在
の
軽
自
動
車
（
原
付
バ
イ
ク
等
を
含
む
）
の
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
2
日
以
降
に
軽
自
動
車
を
所
有
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
年
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
4
月
1
日
現
在
に
所
有

し
て
い
る
場
合
は
、
4
月
2
日
以
降
に
名
義
変
更
、
廃

車
手
続
き
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
年
税
額
の
軽
自
動
車

税
を
負
い
ま
す
。

　

左
記
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成
28
年
4
月
1
日
ま
で

に
、
所
定
の
場
所
で
お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

・
譲
渡
、
廃
棄
等
で
所
有
し
て
い
な
い
場
合

・
転
入
、
転
出
さ
れ
た
場
合

お
問
い
合
わ
せ

〈
原
付
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
ミ
ニ
カ
ー
〉

　

市
役
所
税
務
課 

☎
８
５
０
・
０
２
４
５

〈
軽
四
輪
、
軽
三
輪
、
軽
二
輪
〉

　

県
軽
自
動
車
協
会
☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
３
１
２
６

〈
小
型
二
輪
〉

　

陸
運
事
務
所 

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
９
１

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課 

☎
８
５
０
・
０
１
６
０

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
一
部
負
担
金（
自
己
負
担
額
）

の
減
免
等
に
つ
い
て

　

世
帯
主
ま
た
は
世
帯
に
属
す
る
方
が
災
害
等
特
別
な

事
情
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
生
活
困
難
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
一
部
負
担
金
の
減
額
ま
た
は
免
除
等
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
等
】

①
生
活
状
況
申
告
書　

②
給
与
証
明
書

③
そ
の
他
申
請
理
由
を
証
明
す
る
資
料
等

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
、
保
険
料
の

納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料

の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利

で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末

に
振
替
納
付
す
る
こ
と
で
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割

制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
ヵ
月
前

納
・
1
年
前
納
・
2
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金

手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

◯
国
保
年
金
課 

保
険
税
班
（
年
金
窓
口
）

 

☎
８
５
０
・
０
１
３
９

◯
那
覇
年
金
事
務
所 

☎
０
９
８
・
８
５
５
・
１
１
２
２

農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
水
産
課 

☎
８
５
０
・
５
３
０
５

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

緑
の
募
金
は
、
身
近
な
緑
づ
く
り
に
活
用
す
る
ほ
か
、

貴
重
な
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
森
林
の
整
備
や
地

球
規
模
で
の
緑
の
環
境
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

募
金
活
動
は
、
家
庭
・
職
場
・
街
頭
・
企
業
な
ど
で

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間　

4
月
30
日
ま
で

家
庭
募
金　

２
０
０
円
以
上
（
目
安
）

職
場
募
金　

５
０
０
円
以
上
（
目
安
）

害
虫（
ナ
ス
ミ
バ
エ
）防
除
に
ご
協
力
を　
　
　
　

ナ
ス
ミ
バ
エ
は
農
作
物
の
害
虫
で
す

○
国
内
で
は
沖
縄
本
島
だ
け
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
成
虫
の
大
き
さ
は
約
6
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

○  
幼
虫
が
ピ
ー
マ
ン
や
シ
マ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、　

ト
マ
ト
、

ナ
ス
な
ど
の
ナ
ス
科
野
菜
の
果
実
を
食
害
し
ま
す
。

○  

寄
生
の
疑
い
の
あ
る
果
実
は
除
去
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
密
閉
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○  

畑
内
・
周
辺
に
あ
る
ナ
ス
科
雑
草
は
早
期
に
除
去
し

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

○
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー
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☎
０
９
８
・
８
８
６
・
３
８
８
０

○
農
林
水
産
省 

那
覇
植
物
防
疫
事
務
所

 

☎
０
９
８
・
８
６
８
・
１
６
７
９

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

都
市
計
画
課 

☎
８
５
０
・
５
３
３
２　
　

地
区
計
画
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
へ（
宜
保

地
区
、豊
崎
地
区
、豊
見
城
・
高
安
地
区
）

　

地
区
計
画
区
域
内
に
お
い
て
建
築
物
を
新
築
・
増
築

す
る
際
は
、
地
区
計
画
の
届
出
や
建
築
確
認
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
工
作
物
（
垣
ま
た
は
さ
く
、
広
告
、
看
板
類
）

の
設
置
、
新
た
に
増
改
築
す
る
車
庫
や
倉
庫
、
物
干
し

場
も
建
築
物
で
あ
れ
ば
地
区
計
画
の
届
出
が
必
要
で
す
。

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請
に
つ
い
て　

（
平
成
28
年
度
追
加
）

登
録
対
象
者

　

市
が
発
注
す
る
130
万
円
以
下
の
小
規
模
な
工
事
や
修

繕
等
の
受
注
を
希
望
す
る
市
内
業
者
等
。

※  

建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※  

平
成
26
年
度
に
平
成
27
・
28
年
度
分
の
登
録
を
行
っ

た
方
は
、
今
回
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
で
き
る
方

○  

法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
が
市

内
に
あ
る
こ
と
。

○  

個
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
ま
た

は
代
表
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と
。

受
付
期
間　

3
月
1
日
（
火
）
か
ら
随
時
受
付

受
付
場
所　

都
市
計
画
課
（
庁
舎
2
階
）

※  

登
録
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て
は
登
録
申
請
の
手
引
き

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※  

登
録
申
請
の
手
引
き
、
申
請
書
等
は
、
本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

下
水
道
課
・
農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
課（
公
共
下
水
道
）  

☎
８
５
０
・
８
１
６
４

農
林
水
産
課（
農
業
集
落
排
水
） 

☎
８
５
０
・
５
３
０
５　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
下
水
道
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
区
域
で
接

続
が
ま
だ
の
ご
家
庭
は
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。（
接
続
の
可
否
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
な
お
、
汲
み
取
り
便
所
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止

し
て
接
続
す
る
場
合
は
、
工
事
の
資
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
。

※  

農
業
集
落
排
水
と
は
保
栄
茂
・
翁
長
の
一
部
地
域
の

下
水
道
で
す
。

貸
付
限
度
額　

個
人
住
宅
30
万
円
／
集
合
住
宅
80
万
円

返
済
方
法　 

 

40
回
以
内
の
毎
月
元
金
均
等
払
い
（
無
利

息
）

公
共
下
水
道
接
続
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

補
助
対
象
工
事

　

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
合
併
浄
化
槽
、
単
独

浄
化
槽
ま
た
は
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
廃
止
し
て
行

う
排
水
設
備
工
事
で
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
確
認
申

請
書
」
を
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
し
、
平
成

29
年
1
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
。

※  

新
築
の
建
物
や
農
業
集
落
排
水
（
保
栄
茂
地
区
、
翁

長
一
部
地
区
）
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
額

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
建
物

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
未
満
の
場
合
（
当
該
工

事
費
の
額
）

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
以
上
の
場
合
（
5
万
円
）

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
所
を
設
置
し

て
い
る
建
物

・  

補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
未
満
の
場
合
（
当
該
工

事
費
の
額
）

・
補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
場
合
（
10
万
円
）

※  

当
該
工
事
費
の
額
に
1
万
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

申
請
受
付　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
（
仮
）
受
付

※  

国
の
補
助
金
（
間
接
補
助
）
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、

本
受
付
は
国
か
ら
の
補
助
金
交
付
決
定
後
に
開
始
し

ま
す
。（
4
月
中
旬
予
定
）

水
道
部
施
設
課 

☎
８
５
０
・
０
１
１
１

漏
水
工
事
当
番
業
者（
3
月
）

▼
宅
地
内
修
理
当
番
※
宅
地
内
修
理
は
有
料

3
月　
（
有
）
喜
納
設
備　

字
上
田
497-

8

 

☎
８
５
６
・
３
４
２
３

▼
道
路
側
修
理
当
番

3
月　
（
株
）
大
盛
建
設
工
業　

字
与
根
218-

4

 

☎
８
５
６
・
２
１
３
７

学
校
教
育
課 

☎
８
５
０
・
０
９
６
１　
　

平
成
28
年
度
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
生
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
で
必
要
な
用
具
代
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対　
　

象

　

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
同
程

度
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
）

受　
　

付　

　

学
校
の
事
務
室
、
ま
た
は
学
校
教
育
課

※  

申
請
書
類
は
、
学
校
お
よ
び
学
校
教
育
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
類
を
受
け
付
け
た
後
、
教
育
委

員
会
が
審
査
の
う
え
援
助
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
見
城
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

豊
見
城
警
察
署 

☎
８
５
０
・
０
１
１
０
※
緊
急
は
１
１
０
番

被
害
者
支
援
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼

　

被
害
者
支
援
に
関
し
て
多
く
の
ご
賛
同
を
得
て
、
た

く
さ
ん
の
古
本
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
を
犯
罪
や
交
通
事
故
等
の
被
害
に
あ
っ

た
方
や
、
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
悩
み
の
解
決
や
、
心

の
ケ
ア
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
テ
ロ
対
策
の
推
進
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国
際
テ
ロ
情
勢
が
厳
し
い
中
、
平
成
28
年
・
第
42
回

首
脳
会
議
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
が
三
重
県
内
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

過
激
派
は
、
巧
妙
に
市
民
を
装
っ
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
地
域
住
民
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

不
自
然
な
行
動
を
と
る
人
物
に
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
事
件
が
多
発
中
で
す
‼

必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
‼

　

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

駐
車
す
る
場
合
は
、
2
個
以
上
の
カ
ギ
掛
け
（
ツ
ー
ロ
ッ

ク
）、
チ
ェ
ー
ン
等
で
の
固
定
物
へ
の
連
結
を
心
が
け
て
、

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
の
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

還
付
金
詐
欺
被
害
が
発
生
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
医
療
費
の
払
い
戻
し
を
す
る
」
な
ど
と
騙
し
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
送
金
さ
せ
る
詐
欺
が
、
今
年
1
月
に
那

覇
市
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
詐
欺
に
伴
う
不
審
な
電
話
が
あ

り
ま
す
。

　

不
審
電
話
や
メ
ー
ル
が
届
き
、
現
金
を
郵
送
さ
せ
る

架
空
請
求
詐
欺
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
会
社
職
員
を
名
乗
る
不
審
電
話
が
あ
り

ま
す
。

　

福
祉
関
係
施
設
等
へ
電
話
で
、
職
員
の
個
人
名
を
聞

き
出
す
不
審
電
話
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
電
話
に
は
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
‼

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
っ
ぴ
～
か
ら
の
お
知

ら
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
っ
ぴ
～

 

☎
８
５
０
・
９
２
１
４

地
域
子
育
て
出
前
支
援
に
つ
い
て

　

保
育
士
が
地
域
に
出
向
き
、
親
子
と
一
緒
に
遊
具
遊

び
や
手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
豊
崎
地
域
連
携
室
（
豊
崎
小
学
校
体
育
館
2
階
）

日　
　

時　

3
月
15
日
（
火
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　

豊
崎
在
住
の
0
歳
～
就
学
前
の
親
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
県
営
真
玉
橋
団
地
集
会
所

日　
　

時　

3
月
24
日
（
木
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　

  

県
営
真
玉
橋
団
地
在
住
の
0
歳
～
就
学
前

の
親
子

※  

利
用
料
は
無
料
で
、
祖
父
母
の
参
加
も
可
能
で
す
。

お
子
さ
ん
の
安
全
管
理
は
保
護
者
の
方
が
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ズ（
ベ
ビ
ー
）＆
マ
マ
ヨ
ガ
」

日

時　

3
月
17
日
（
木
）　

10
時
15
分
～
11
時
30
分

対

象　

0
歳
～
就
学
前
の
親
子
25
組

場

所　

豊
見
城
団
地
集
会
所
・
子
育
て
支
援
所

受
付
期
間　 

 

3
月
9
日
（
水
）
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま

で

県
子
ど
も
生
活
福
祉
部
平
和
援
護
・
男
女
参
画
課

 

☎
０
９
８
・
８
６
６
・
２
５
０
０

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
・
８
６
６
・
２
５
８
９ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
浦
崎
収
容
所
の
戦
没
者
遺
骨
情
報
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昭
和
20
年
6
月
下
旬
に
、
名
護
市
大
浦
崎
に
民
間
人

収
容
所
が
設
け
ら
れ
、
本
部
町
、
今
帰
仁
村
お
よ
び
伊

江
村
の
住
民
を
中
心
に
多
く
の
方
々
が
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
収
容
所
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
ま
だ

遺
骨
が
収
容
で
き
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
、
情
報
を
収

集
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

沖
縄
県「
こ
こ
ろ
の
電
話
」

 

☎
０
９
８
・
８
８
８
・
１
４
５
０　

沖
縄
い
の
ち
の
電
話

 

☎
０
９
８
・
８
８
８
・
４
３
４
３　

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
逃
さ
な
い
で
！

身
近
な
人
の
自
殺
の
サ
イ
ン

①
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

②  

気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
決
断
で
き
な
い
、

不
眠
が
続
く

③
酒
量
が
増
え
る

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤  

仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失
敗
を
す
る
、

職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を
失
う

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
の
経
験
が
あ
る

　

解
決
の
糸
口
は
必
ず
あ
り
ま
す
！
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
「
こ
こ
ろ
の
電
話
」　

○
月
水
木
金　

9
時
～
11
時
30
分　

13
時
～
17
時

沖
縄
い
の
ち
の
電
話

○
年
中
無
休　

10
時
～
23
時

健
康
推
進
課
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課 

予
防
班
☎
８
５
０
・
０
１
６
２

離
乳
食
実
習
受
講
生
募
集

日

時　

3
月
17
日
（
木
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所　

市
立
中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

対

象　

生
後
5
～
6
ヵ
月
児
の
保
護
者
15
組

準 

備 

物　

  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
授
乳
ケ
ー

プ
、
親
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

健
康
推
進
課
へ
電
話
予
約

申
込
期
間　

3
月
11
日
（
金
）
ま
で

※  

お
ん
ぶ
で
調
理
実
習
に
挑
戦
！
お
子
さ
ま
も
で
き
る

だ
け
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地
域
の
子
育
て
応
援
団「
母
子
保
健
推
進
員
」大
募
集
！

～
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
く
す
く
育
つ
よ
う
、
お
手

伝
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

活
動
内
容
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①
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
の
お
手
伝
い

②  
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
（
宝
宝
）
事
業
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
な
ど

申
込
み
先　

健
康
推
進
課

※  

詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
教
室「
ラ
ッ
コ
さ
ん
広
場
」の
保
育
士（
募
集
）

　

健
診
後
の
事
後
フ
ォ
ロ
ー
教
室
と
し
て
、
親
子
が
一

緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
と
他
者
と
の
や
り
と
り
す
る
楽
し
さ

を
経
験
で
き
る
教
室
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

採
用
時
期　

平
成
28
年
4
月
以
降
（
更
新
可
能
）

活
動
内
容　

  

月
に
1
回
8
時
45
分
～
12
時
30
分
「
ラ
ッ

コ
さ
ん
広
場
」
の
お
手
伝
い

※  

平
成
28
年
度
の
日
程
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
年
金
課 

☎
８
５
０
・
０
１
４
２

国
民
健
康
保
険
税
徴
収
嘱
託
員
の
募
集　
　
　
　
　
　

業
務
内
容　

  

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
指
導
お
よ
び
徴

収
業
務

募
集
人
数　

1
人

応
募
資
格　 

 

4
月
1
日
か
ら
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
方
、
普
通
運
転
免
許
取
得
者

応
募
方
法　

  

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

国
保
年
金
課
（
保
険
税
班
）
へ
提
出

報　
　

酬　

国
民
健
康
保
険
税
徴
収
員
等
規
定
に
よ
る　
　
　
　

応
募
期
間　

3
月
11
日
（
金
）
17
時
ま
で

提 

出 

先　

国
保
年
金
課 

保
険
税
班

児
童
家
庭
課
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

児
童
家
庭
課 

☎
８
５
０
・
０
１
４
３　

第
8
回
子
育
て
講
座「
３
Ｂ
体
操
」に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

講　
　

師　

照
屋　

み
ゆ
き　

氏

日　
　

時　

3
月
17
日
（
木
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

市
民
体
育
館
1
階　

多
目
的
室

対 

象 

者　

  

市
内
在
住
の
1
歳
前
後
の
お
子
さ
ま
と
そ

の
保
護
者
（
10
組
前
後
）

申
込
期
間　 

 

3
月
7
日（
月
）か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で

申
込
み
先　

児
童
家
庭
課　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
お
電
話
ま
た
は
窓
口
で
受
付
し
ま
す
。

※  

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水

分
補
給
の
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

臨
床
心
理
士（
嘱
託
員
）募
集
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
用
期
間　

  

平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31

日
（
１
年
間
・
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　

週
30
時
間
以
内
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

必
要
資
格　

  

臨
床
心
理
士
ま
た
は
臨
床
発
達
心
理
士
の

資
格
、
普
通
運
転
免
許

日　
　

給　

１
０
，
０
０
０
円

提
出
書
類　

  

履
歴
書
、
臨
床
心
理
士
ま
た
は
臨
床
発
達

心
理
士
資
格
の
写
し

選
考
基
準　

書
類
選
考
の
う
え
、
面
接

提 
出 

先　

児
童
家
庭
課 

保
育
班

利
用
者
支
援
専
門
員（
嘱
託
員
）募
集
に
つ
い
て　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
用
期
間　

  

平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31

日
（
１
年
間
・
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　

週
30
時
間
以
内
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

必
要
資
格　

保
育
士
資
格
、
普
通
運
転
免
許

時　
　

給　

１
，
１
１
０
円

提
出
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士
資
格
の
写
し

選
考
基
準　

書
類
選
考
の
う
え
、
面
接

提 

出 

先　

児
童
家
庭
課 

保
育
班

市
観
光
協
会 

☎
８
５
６
・
８
７
６
６　
　
　

て
ぃ
ぐ
ま
館 

豊
見
城
大
学 

～
春
・
の
き
し
た
教
室
～

体
験
学
習
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　
　

時　

3
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

場　
　

所　

市
観
光
プ
ラ
ザ
て
ぃ
ぐ
ま
館

　
　
　
　
　
（
道
の
駅
豊
崎
敷
地
内
）

受 

講 

料　

有
料
（
３
５
０
円
～
１
６
０
０
円
）

作
製
時
間　

30
分
～
40
分

内　
　

容　

○  

ヘ
ア
ゴ
ム
、
は
が
き
サ
イ
ズ
額
（
シ
ー
サ
ー
）
紅
型

作
製
体
験

○
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
（
シ
ー
サ
ー
）
作
製
体
験

○
革
製
ポ
ー
チ
（
中
）
作
製
体
験

○
ジ
ン
ベ
エ
色
塗
り
体
験

※  

当
日
、
市
観
光
プ
ラ
ザ
て
ぃ
ぐ
ま
館
で
の
申
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
児
童
館 

☎
８
５
６
・
７
１
２
４　
　
　

わ
く
わ
く
児
童
館
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

雇
用
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日

勤
務
時
間　

9
時
30
分
～
18
時
15
分

必
要
資
格　

  

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
、
児
童
厚
生

員
資
格
、
普
通
運
転
免
許

時　
　

給　

９
０
０
円

提
出
書
類　

  

履
歴
書
、
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免

許
、
児
童
厚
生
員
資
格
の
写
し

選
考
基
準　

書
類
選
考
の
上
、
面
接
。

提 

出 

先　

人
事
課
ま
た
は
わ
く
わ
く
児
童
館

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

座
安
保
育
所 

☎
８
５
０
・
４
３
８
２　
　
　

平
成
28
年
度
保
育
士
臨
時
職
員
募
集（
若
干
名
）に
つ

い
て

資　
　

格　

保
育
士
資
格
（
保
育
士
登
録
済
み
の
方
）

勤
務
時
間　

7
時
15
分
～
18
時
30
分
（
シ
フ
ト
勤
務
）

期　
　

間　

4
月
1
日
か
ら
（
6
ヵ
月
毎
に
更
新
）

時　
　

給　

９
５
０
円

提
出
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

提 

出 

先　

座
安
保
育
所
ま
た
は
人
事
課
ま
で

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

☎
８
５
０
・
７
７
１
６

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

自
ら
の
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
、
社
会
に
役
立
つ

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　
　

象　

  

市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
！

説
明
会　

3
月
15
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場

所　

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
陸
上
競
技
場
1
階
）
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年
会
費　

２
，
０
０
０
円

　

雇
用
就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
基
礎

的
な
知
識
、
技
能
を
付
与
す
る
た
め
の
技
能
講
習
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
た
い
方
も
会
員
に
入
会
す
れ

ば
参
加
で
き
ま
す

○
毛
筆
サ
ー
ク
ル　

○
民
謡
サ
ー
ク
ル　

○
三
線
サ
ー
ク
ル　

○
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

○
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル　

○
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

○
琉
舞
お
よ
び
小
物
作
り
サ
ー
ク
ル

※  

日
時
、
場
所
、
入
会
金
、
月
会
費
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

お
仕
事
の
依
頼

①
お
手
軽
に
電
話
で
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

②  

ご
相
談
・
お
見
積
り
（
無
料
）
の
う
え
、
セ
ン
タ
ー

と
契
約
を
結
び
ま
す
の
で
、
会
員
の
就
業
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

③
公
益
法
人
の
為
、
安
心
で
割
安
で
す
。

お
仕
事
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
分
野

○
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

折
衡
・
外
交
分
野

○
広
報
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

屋
内
外
の
一
般
作
業

○
除
草
・
草
刈
り
・
枝
切
り
・
剪
定
な
ど

管
理
分
野

○
駐
車
場
整
理
、
公
共
施
設
管
理
な
ど

事
務
分
野

○
毛
筆
宛
名
・
賞
状
筆
耕
、
整
理
事
務
な
ど

専
門
技
術
分
野

○
大
工
作
業
、
塗
装
作
業
な
ど

　

短
期
間
、
短
時
間
の
お
仕
事
も
喜
ん
で
お
引
き
受
け

し
ま
す
。

　

次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
紙
面

に
お
い
て
紹
介
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼  

仲
田
清
子
さ
ん
（
那
覇
市
古
波
蔵
）
か
ら
、
故
・
夫
・

清
德
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
15
万
円

●法律相談（弁護士）
と 　 き：第1・第3水曜日 9時～12時
と こ ろ：社会福祉センター
お問い合わせ：☎856-2782（事前予約が必要です）
●法律相談（司法書士）
と 　 き：第2・第4水曜日 10時～12時
と こ ろ：市役所1階　市民相談室
お問い合わせ：☎850-0159（事前予約が必要です）
●家庭児童相談室
と 　 き：月曜～金曜日　9時～16時30分
お問い合わせ：☎840-5633
●障害福祉に関する相談・障害者虐待に関する相談、通報
桜山荘障がい者相談支援センターさくら（字高嶺）
お問い合わせ：☎840-5904
指定相談支援事務所ひまわり（字渡橋名）
お問い合わせ：☎856-6639
豊見城市障がい・長寿課　障がい福祉班（平日8時30分～17時15分）
お問い合わせ：☎850-5320/FAX856-7046
虐待通報（夜間・休日）
☎850-0024　
●適応指導教室
と 　 き：月曜～金曜日　10時～16時
と こ ろ：教育相談室（市陸上競技場内）
お問い合わせ：☎856-1538
●職場におけるセクシュアルハラスメント相談
と 　 き：毎週月曜日・水曜日 10時～17時
　　　　　　※専門の相談員が対応
　　　　　　それ以外の平日 8時30分～17時15分
　　　　　　※雇用均等室職員が対応
と こ ろ：沖縄労働局雇用均等室（土日、祝祭日は閉庁）
お問い合わせ：☎098-868-4380
●労働に関する相談
◎沖縄県女性就業・労働相談センター
と 　 き：電話相談　月曜日～土曜日　9時～20時（祝日を除く）
　　　　　　対面相談　月曜日～金曜日　9時～17時
　　　　　　（祝日を除く※要予約）
と こ ろ：沖縄県三重城合同庁舎5階
お問い合わせ：☎0120-610-223
◎沖縄労働局総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日～金曜日　9時～12時/13時～17時
と こ ろ：沖縄労働局企画室内
お問い合わせ：☎098-868-6060
◎那覇総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日～金曜日　9時～12時/13時～17時
と こ ろ：那覇労働基準監督署
お問い合わせ：☎098-868-8008
●男性相談（男性相談員が対応します）
と 　 き：日曜・月曜　10時～16時
お 休 み：年末年始（12/29～1/3）※月曜が祝日の場合
相 談 方 法：電話相談のみ
お問い合わせ：☎098-868-4011
●女性相談
と 　 き：月曜～金曜日　9時30分～16時30分
お問い合わせ：☎840-5633（家庭児童相談室）
●消費生活相談
と 　 き：第1・第3火曜日　10時～12時/13時～16時
と こ ろ：市役所1階（市民相談室）
お問い合わせ：☎850-0159（協働のまち推進課）
●みんなの人権110番　全国人権共通人権相談ダイヤル
受 付 時 間：月曜日～金曜日　8時30分～17時15分
お問い合わせ：☎0570-003-110
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	 2016
	 March

3月 市民カレンダー

瀬長島
1月分のごみ回収量

約230㎏
市内1世帯あたりから出た
ごみの量（1月）

約51.4㎏
日 月 火 水 木 金 土

6	 旧1.28 7	 旧1.29　8	 旧1.30 9	 旧2.1 10	 旧2.2 11	 旧2.3 12		 旧2.4
大人映画会『えんどうの花』
（市立中央図書館1階大集会室）
14時～
第15回とよみ杯軟式野球大会
（瀬長島野球場）
※3月13日予備日
9時～

司法書士相談
（1階市民相談室）
10時～12時　※要予約

乳幼児健康相談
（市役所4階保健センター）
受付10時～11時

13	 旧2.5 14	 旧2.6 15	 旧2.7 16	 旧2.8 17	 旧2.9 18	 旧2.10 19	 旧2.11
市立中央図書館　開館20
周年記念式典
（市立中央図書館）
9時～

消費生活相談
（1階市民相談室）
10時～12時／13時～16時
シルバー人材センター入会
説明会（当センター会議室）
10時～12時

離乳食実習
（市立中央公民館）
13時30分～15時30分

豊見城大学～春・のきした
教室～
（市観光プラザてぃぐま館）
10時～16時

20	 旧2.12 21	 旧2.13 22	 旧2.14 23	 旧2.15 24	 旧2.16 25	 旧2.17 26	 旧2.18
春分の日
豊見城大学～春・のきした
教室～
市観光プラザてぃぐま館
10時～16時
乳児一般健康診査
（市役所4階保健センター）

振替休日 司法書士相談
（1階市民相談室）
10時～12時　※要予約

1歳6ヵ月児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時30分～14時30分

3歳児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時30分～14時30分

子ども映画会「～ムーミン
谷の冬～」
（市立中央図書館1階大集会室）
10時30分～

27	 旧2.19 28	 旧2.20 29	 旧2.21 30	 旧2.22 31	 旧2.23 4月
1	 旧2.24 2	 旧2.25

3	 旧2.26 4	 旧2.27 5	 旧2.28 6	 旧2.29 7	 旧3.1 8	 旧3.2 9	 旧3.3
BCG集団接種
（市役所4階保健センター）
受付14時～15時
消費生活相談
（1階市民相談室）
10時～12時／13時～16時

市内小中学校入学式

燃やせないごみ・危険ごみカレンダー
（平成28年3月～4月）

地区 収集区域 収集日

Ａ
地区

豊見城（県道７号線東側）、高安の一部、
根差部、嘉数、豊見城ニュータウン、真玉橋、
金良、長堂、饒波の一部

第1・第3
火曜日

Ｂ
地区

高安の一部、饒波の一部、豊見城団地、
県営豊見城団地、平良、高嶺、上田（市
道25号線東側）、渡嘉敷、保栄茂、翁長、
渡橋名の一部、豊崎

第1・第3
水曜日

C
地区

豊見城（県道７号線西側）、宜保、我那覇、
名嘉地、田頭、瀬長、与根、伊良波、座安、
渡橋名の一部、上田（市道25号線西側）

第1・第3
月曜日

※家庭ごみは、3袋以内を目安に出してください。 
※ごみ減量のために、生ごみの堆肥化を心掛けましょう。

～野焼き（野外焼却）は禁止されています～
　野外での廃棄物焼却行為また、一定の構造基準を満たして
いない廃棄物焼却炉の使用は法律や条例等（一部の例外を除き）
で禁止されていて、違反者に対して次の罰則規定が定められ
ています。
5年以下の懲役もしくは

1千万円以下の罰金に処し、またはこれを併科する。
　改善命令等に従わず、常習的に『野焼き』を行った場合、豊
見城警察署へ通報し、しかるべき措置を図ります。
※  なお、平日8時30分以前（市役所開庁前）17時15分以降（市
役所閉庁後）または土日・祝祭日に野焼き行為を見つけまし
たら、豊見城警察署に通報をお願いします。

お問い合わせ　生活環境課　☎850-5520
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No.600
平成28年3月4日発行

全人口 男 女 世帯数
平成28年

（2016年）
1月末日

62,623　　
人

30,841
人

31,782
人

24,133
世帯

先月比 ＋57人 ＋20人 ＋37人 + 8世帯

　「広報とみぐすく」が発行され
て今月号で600号を迎えました。
これもひとえに、読んで下さる皆
さまのおかげだと痛感します。
　広報紙を読み直すと、歴史を感
じます。日本復帰前から発行され
当時は、米軍関係の記事や村から
市への移行、景観の移り変わり。
そして、今も昔も変わらない子ど
も達の笑顔が見られ読み直して元
気をもらいました。
　これからも、皆さまに読んでい
ただける広報紙作りを目指します
ので、よろしくお願いします。
	 （ゆうき）

　「広報とみぐすく」が600号を
迎えました!(^^)!すごいですね！　　
　この機会に広報とみぐすくの歴
史を振り返ってみましたが、各担
当者の工夫やアイデアがつぎ込ま
れ、微妙に変わるデザインや写真
の撮り方にとても面白いなと感じ
ました(^^)
　これからも「広報とみぐすく」を
よろしくお願いします。
	 （たかひろ）

　3・4月は、新生活や転勤などで住所の異動届出や印鑑登録、住基カード・個人番号カードなどの手続きをす
る方が増え、市民課窓口が大変混雑します。手続きの内容によっては本籍地への電話確認などで、待ち時間が
2時間以上かかることもあり、電話も繋がりにくくなります。（特に10時～14時頃が込み合います）
　ご迷惑をお掛けしますが、下記の混雑予想カレンダーを参考に込み合う時期を出来るだけ避けていただき、
時間に余裕を持ってお越しください。

月 火 水 木 金

３　

月

14日 15日 16日 17日 18日

21日
※振替休日 22日 23日 24日 25日

28日 29日 30日 31日

月 火 水 木 金

４　

月

1日

4日 5日 6日 7日 8日

11日 12日 13日 14日 15日

18日 19日 20日 21日 22日

お問い合わせ　市民課　☎850-0103

３･４月の住所異動の手続きは余裕を持ってお越しください

～受付までの待ち時間～

通常通り

最大30分程度

最大１時間程度

最大２時間程度


